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２－１ まちづくりと連携した総合交通体系           

（１）中期戦略ビジョンとの関係性と位置づけ 

名古屋市では、名古屋市基本構想のもと、長期的な展望を持ちつつ、新しい時代の流

れに対応した市政の基本的な方向性を示す新たな総合計画として、概ね 10 年先の将来

を見据え、2012 年度（平成 24 年度）までを計画期間とする「名古屋市中期戦略ビジョ

ン」を策定しました。 

本答申を受けて策定される「なごや新交通戦略推進プラン（仮称）」は、中期戦略ビ

ジョンの実現を支える個別計画のひとつとして位置づけられ、ビジョンにある交通分野

に関連する施策と整合を図ります。(図 2-1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-1 計画体系図 

 

 

 

基本構想

中期戦略ビジョン 個別計画 

・なごや新交通戦略推進プラン（仮称）

・都市計画マスタープラン 

・都心部将来構想 

・環境基本計画 

・市営交通事業経営健全化計画 

    

                 など 
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中期戦略ビジョンに提示されている５つのまちの姿のもとに位置づけられた  

45 の施策のうち、交通に関連する主な施策を以下に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

施策22  犯罪や交通事故の少ないまちをつくります 

  （施策の展開） 

    １ 犯罪が起こりにくいまちづくり 

   ２ 交通事故の少ないまちづくり 

施策30  活気に満ちた都心や拠点を形成します 

  （施策の展開） 

   １ にぎわいのある都心づくり 
   ２ 交通結節点などを中心とした地域の活性化 
    ３ 商店街の活動支援 

施策36  バリアフリーのまちづくりをすすめます 

  （施策の展開） 

   １ 施設や道路のバリアフリー化の推進 
   ２ 公共交通機関のバリアフリー化の推進 
    ３ 意識のバリアフリーの推進 

施策37  地球環境を保全する取り組みを行います 

  （施策の展開） 

   １ 低炭素社会の実現 
    ２ 生物多様性保全に向けた取り組み 

    ３ COP10の成功 

１ 人が支えあい、信頼される行政運営が行われているまち （施策1～施策6） 
２ 人を育み、人権が尊重されているまち （施策7～施策14） 
３ 安全で安心して暮らせるまち （施策15～施策26） 
４ 個性と魅力があふれ、活発に交流するまち （施策27～施策35） 
５ 便利で快適な生活環境に囲まれ、うるおいが感じられるまち（施策 36～施策 45） 

 

中期戦略ビジョン ５つのまちの姿

施策 43  良好な都市基盤が整った生活しやすい市街地を形成します 

  （施策の展開） 

    １ 市街地の整備・再生 

    ２ 土地利用等の規制・誘導 

   ３ 自動車交通の円滑化 

施策44  公共交通を中心としたまちづくりをすすめます 

  （施策の展開） 

１ 交通施策とまちづくりとの連携 
２ 公共交通の利便性向上 
３ 交通エコライフの推進 

45 の施策のうち 

交通に関連する主な施策 

施策45  歩行者や自転車に配慮した安全で快適な道路環境を確保します 

  （施策の展開） 

１ 安心して歩ける歩道づくり 
２ 自転車走行空間の整備 
３ 新たな自転車利用システムの確立 

施策32  世界の主要都市として、拠点機能・交流機能を高めます 

  （施策の展開） 

   １ 主要都市にふさわしい都市機能の集積 

   ２ 文化・観光拠点の魅力向上 

    ３ 国際・広域交通ネットワークの早期形成・強化 
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（２）まちづくりと交通の連携の必要性 

名古屋市は、名古屋大都市圏の中枢都市として、産業・経済・文化をリードすると

ともに、交流と連携を促進する拠点としての役割を強化していかなければなりません。

(図 2-2) 
そのため、鉄道・空港・港湾など広域高速交通網の連携強化を図り、交流機能を高

める交通基盤整備を進めていく必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2-2 名古屋市から見た広域交通ネットワーク概念図 

 

名古屋大都市圏において、都市圏内の一体的な発展を図り、持続可能で暮らしやす

い都市を実現するためには、都市圏内の各都市がそれぞれの都市機能を集約しつつ連

携することが必要です。 
その中枢都市である名古屋市においても、少子高齢化や地球環境問題に対応し、都

市の効率的な維持管理が可能となるよう、鉄道駅などを中心とした歩いて暮らせる圏

域に、商業・業務・住宅・サービス・文化等の多様な都市機能が適切な密度で配置さ

れるとともに、効果的に補完・連携されている都市構造を実現することが求められま

す。 
そのためには、鉄道駅を中心とした歩いて暮らせる圏域において、都市機能の集積

に合わせて、安全・快適に移動できる交通環境を整備するとともに、都市と地域間の

連携を図るための交通ネットワークの整備が必要です。 
このように、都市構造と交通は密接不可分な関係にあり、まちづくりと連携した総

合交通体系の形成が求められます。 
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２－２ 基本理念と目標設定                  

（１）基本理念 

総合計画である「中期戦略ビジョン」の実現を交通分野で支え、今後の成熟社会に

おける市民の交流を活性化させるため、基本理念を次のように掲げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

（２）目標設定 

「なごや新交通戦略」の目標については、時代の潮流の変化へ的確に対応し、「中

期戦略ビジョン」で示された方向性と整合性を図ることから、2004 年の名古屋市交

通問題調査会答申「なごや交通戦略」の目標である「環境にやさしい交通」、「まちの

賑わいを支える交通」、「安全・快適な交通」を基本的に継承すべきと考えて、次の３

つの目標を設定しました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）目標年次 

目標年次については、長期的な見通しのもとに、10 年後である 2020 年とします。 

基基   本本   理理   念念   

 新たな交流社会を見据えて、“安心・安全な”“環境にやさしい”

“賑わいのある”まちの創造のために、まちづくりと連携した総

合交通体系の形成をめざします。 

なごや新 交 通 戦 略  
（諮問第３号答申:2010 年） 

まちの賑わいを支える交通 

環境にやさしい交通 

安心・安全で便利な交通 

３３つつのの目目標標
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（４）求められる交通のあり方 

  
 

人口減少・少子高齢化が進展しつつあり、今後、団塊世代が高齢世代に入る 
ことでより急速な高齢化が見込まれます。 

高齢者を含めたあらゆる人の積極的な社会参加・活動を促すため、安心して 
安全に利用でき、かつ誰にとっても便利な移動手段を提供していかなければな 
りません。 

そのため、人にやさしい視点を持った交通施設の整備や、生活利便施設への 
アクセシビリティー※の確保、公共交通機関を利用しづらい地域や市民に対する 
移動手段の確保などが求められます。 

 
市民の安心・安全に対する不安や危機感が増大し、社会全体のあらゆる面に

おいてその対応ニーズが高まっています。 
今後はこれまで以上に、歩行者、自転車、公共交通などが安全に利用できる

環境整備が求められるほか、交通ルールやマナーの向上などソフト的な対策も

重要です。 
また、防災的な見地から近い将来発生が想定されている東海地震などの災害

に対する交通施設の整備を考えておく必要があります。 
 

 

 

 

 
地球環境問題の深刻化が懸念され、その主因である二酸化炭素の排出量抑制

が大きな課題となっています。名古屋市では、運輸部門の二酸化炭素排出量が

他都市に比べて高い状況にあり、これを削減することが喫緊の課題であるとと

もに、自動車交通に伴う大気汚染や騒音問題も解決していかなければなりませ

ん。 
したがって、公共交通利用を中心としたまちづくりを進めるため、自動車か

ら公共交通、自転車、徒歩への利用転換が必要です。この中でも特に自転車に

ついては、健康志向の高まりや、環境にやさしい手軽な乗り物として利用の増

加が見込まれます。また、コミュニティサイクルは交通手段の共有化であり、

公共交通サービスとしての役割も求められます。 
さらに、公共交通が、より便利で魅力的なものとなるよう、利用者の視点に

立った交通施設の整備改善が求められます。 

※情報やサービスなどが、高齢者や障がい者も含めてどんな人にも利用しやすいこと 

安心・安全で便利な交通 

環境にやさしい交通 
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環境にやさしいライフスタイルを浸透させるためには、市民と行政の役割分

担・協力が不可欠です。行政は市民にわかりやすい広報、効果的な意識啓発に

継続的に取り組む必要があります。 
一方、市民も一人ひとりが地球温暖化問題を自分のこととして捉え、くるま

のかしこい使い方や公共交通の積極的な利用などの環境にやさしい行動を実践

していくことが大切です。 
 
 
 
 

 
人口の減少やコミュニティの希薄化、単身者の増加等の一方で、職場以外で

の活動の拡大など、ライフスタイルの多様化が見込まれるため、個人の生活の

充実や社会貢献の場づくりなどが求められています。 
特に、都心部は市民の交流の拠点となることから、道路空間の使い方を見直

し、地域の特性に応じた多様な活用方法を検討し、交流と憩いの場づくりや都

心の回遊性を高め、歩いて楽しい空間づくりが求められています。 

都市の中の様々な場面で、市民のつながりが拡大する交流社会に向けて、都

市の中にふれあいや交流の場を設け、賑わいや活気のあるまちづくりを進めて

いく必要があります。 
 
また、都心部への過度な自動車流入を抑制する取り組みを引き続き進め、都

心部の一定の条件を満たす道路において、一般車両の流入制限などを行い、道

路を自動車占有状況から歩行者、自転車、公共交通へ開放するなど、道路空間

をより快適で、より魅力あるものにし、都心の活力や魅力を高めていく取り組

みが求められます。 
また、物流は、市民・企業が様々な活動を行うために必要不可欠な社会経済

活動です。都市の活力と都市機能を維持するためにも、円滑な物資輸送の確保

が必要です。 
 

 

まちの賑わいを支える交通 
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２－３ 基本方針                       

（１）交通基盤整備の基本的な考え方 

地下鉄をはじめとする鉄軌道、自動車専用道路をはじめとする都市計画道路は、名

古屋の都市交通を支える基盤として、着実に整備が進められてきましたが、今後の交

通基盤整備の基本的方針については、次のように考えます。 

 
鉄軌道については、1992 年の運輸政策審議会答申第 12 号にＡ路線（2008 年まで

に整備することが適当である路線）として位置づけられているもののうち、未整備

となっている路線は２路線あります。 

しかしながら、地下鉄はすでに多くの市民に利用されており、時代の潮流に鑑み

ると、今後、新線整備を進めた場合、利便性は高まるものの、交通ネットワークが

強化されて利用者が分散化されるなど、新たな利用者は多く見込めないため、市交

通局は現在以上に厳しい経営状況に陥ることが懸念されます。 

よって、地下鉄新線整備については、今後の人口減少社会を見据えた長期的な都

市経営の視点に立ち、既設路線の運営に支障をきたすことのないよう、社会経済情

勢や輸送需要の動向、採算性などについて慎重に見極める必要があります。 

その他、公共交通サービスとして地域の特性を活かしつつ、まちづくりと連携し

た新たな交通システムの導入などについて、調査検討していくことが求められます。 

 

都市計画道路の整備については、都市間の交流・連携や円滑な物流を支える高速

道路ネットワークとなる高速名古屋環状 2 号線や名古屋都市高速道路などの自動車

専用道路の早期完成をめざす必要があります。 
   また、幹線街路などについては、平成 17 年度に策定した「未着手都市計画道路の

整備方針」に基づき着実に見直しを進めていくとともに、整備実施にあたっては十

分に地元協議を行いながら推進を図っていく必要があります。 
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（２）基本方針の設定 

先に示した３つの目標を実現するための方策として、目標に対しそれぞれ２つの基本

方針を立てました。この方針に即した各種交通施策を総合的に推進することで、３つの

目標を達成し、基本理念の実現をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まちの賑わいを 

支える交通 

安心・安全で 

便利な交通 

環境に 

やさしい交通 

６６つつのの基基本本方方針針  

 
歩いて楽しいまちの創出 

まちの活力を支える交通環境の形成 

 
低炭素型交通体系の実現 

交通エコライフの推進 

 

安全を確保した交通環境の形成 

誰もが利用しやすい交通システムの実現

３３つつのの目目標標
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２－４ 基本方針に沿った施策の方向性             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○誰もが安心して利用できる交通環境をつくるため、鉄道やバスなどの交

通施設の利便性を高めるなど、利用しやすい公共交通サービスを提供す

る必要があります。 

 

○現状の公共交通のサービス水準を維持しつつ、公共交通サービスの利便

性を高めるため、交通環境をできる限り向上させていく必要があります。

 

○公共交通機関を利用しづらい地域や市民のため、より柔軟な交通サービ

スを導入するとともに、それらを含めた公共交通機関全体の利用を支援

する制度の検討が求められます。 

○あらゆる人が円滑に移動できるようにするため、安全性に重点をおいた

歩行者優先の道路整備など、安全に通行できる交通環境の形成が求めら

れます。 
 
○自転車、歩行を支援する新たな乗り物が安全に走行できるようにするた

め、専用走行空間の確保や、交通ルールやマナー向上のための取り組み

が求められます。 
 
○近い将来発生が想定される東海・東南海地震による大規模災害や、近年

頻発する局地的ゲリラ豪雨などによる浸水被害や土砂災害の発生時に対

応するため、災害時・緊急時における避難路や輸送路の確保が必要です。

安心・安全で便利な交通 

誰もが利用しやすい交通システムの実現 

安全を確保した交通環境の形成 
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※報酬など、人や組織の意欲を誘引するもの 

 

 

 

○自動車から公共交通への利用転換を促すため、自動車より公共交通が魅

力的で利用しやすくなる環境の整備が必要です。 

 

○環境にやさしく健康にも良い自転車利用者のため、走行空間の確保や共

同利用を進めるなど、安全、快適、手軽に自転車の利用ができる環境の

整備が求められます。 

 

○誰もが利用しやすく快適な公共交通サービスを提供するため、交通結節

点における乗り継ぎ利便性の向上や、交通事業者間における共通利用サ

ービスの活用などが求められます。 

○徒歩、自転車、公共交通による移動を促進するため、自動車利用を控え

る意識の啓発活動や交通エコライフに関する情報提供など、健康的で環

境にやさしいライフスタイルの定着を図る取り組みが必要です。 
 
○自動車依存型社会を見直すため、車を所有から共同利用へと転換する取

り組みや、過度な車の利用を控えて公共交通を利用するなどくるまのか

しこい使い方を普及・啓発していく取り組みも必要です。 
 
○公共交通の利用をさらに推進するため、市民自らが地域の公共交通を見

直すきっかけとなる取り組みや、公共交通利用ポイントなどの付与によ

るインセンティブ※の拡充など、利便性や経済的なお得感を実感できる施

策の拡充が必要です。 

環境にやさしい交通 

低炭素型交通体系の実現 

交通エコライフの推進 
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○賑わいのあるまちを創出するため、道路空間を利用して市民が楽しみな

がら活動を行うなど、道路空間の多様な利活用を推進する取り組みが必

要です。 
 

○歩いて楽しめる都心部にするため、歩行を支援するための短距離交通シ

ステムや、乗っても見ても楽しめるような新たな路面交通システムなど、

都心部の回遊性を向上させる取り組みの検討が求められます。 

 

○まちに安らぎと潤いを創出するため、広幅員道路を中心に樹冠の大きな

街路樹によって緑で覆われた緑陰街路の整備や、花木や落葉樹など四季

の移ろいを感じることができる沿道と一体となった緑の空間を整備する

など、市民の交流や憩いの場となる緑の空間を形成することが求められ

ます。 

○まちの活力を支えるため、駐車場の集約や配置を見直すなど、都心部へ

流入する自動車を抑制するさまざまな取り組みが求められます。 
 
○まちの活力や賑わいを創出するため、道路空間を自動車交通中心の使い

方から徒歩、自転車、公共交通を中心とした空間へ再配分するなど、道

路空間を有効に活用し、ゆとりある快適で魅力的な空間として再整備し

ていくことが求められます。 
 

○都市の経済を支える物流面においても、環境問題への対応や交通環境の

向上をめざすため、公共空間を有効に利活用するなど、円滑で効率的な

物流システムの実現が求められます。 

まちの賑わいを支える交通 

歩いて楽しいまちの創出 

まちの活力を支える交通環境の形成
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２－５ なごや新交通戦略の戦略的展開             

 

「なごや新交通戦略」で掲げた基本理念の実現をめざし、３つの目標と６つの基本方

針に沿って各種交通施策を展開していく上においては、なごやの特長をフルに利活用

し、リーディング・プロジェクトを中心としたメリハリのある交通施策を、パッケー

ジとして戦略的に展開することが効率的、効果的な手段です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まちの賑わいを支える交通 安心・安全で便利な交通 環境にやさしい交通 

 基基 本本 理理 念念  
“安心・安全な”“環境にやさしい”“賑わいのある”まちの創造 

まちづくりと連携した総合交通体系の形成 

・
誰
も
が
利
用
し
や
す
い 

交
通
シ
ス
テ
ム
の
実
現 

・
安
全
を
確
保
し
た 

交
通
環
境
の
形
成 

・
低
炭
素
型 

交
通
体
系
の
実
現 

・交
通
エ
コ
ラ
イ
フ
の
推
進 

・歩
い
て
楽
し
い 

ま
ち
の
創
出 

・ま
ち
の
活
力
を
支
え
る 

交
通
環
境
の
形
成 

３つの目標 

６つの基本方針 

リーディング・プロジェクトによる実現 

戦略的展開 

各 種 交 通 施 策 
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